
白
神
自
然
学
校
が
選
定

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、民
泊
評
価

人
の
永
井
雄
人
代
表
理
事
（６５
）

ら
関
係
者
６
人
が
こ
の
ほ
ど
、

町
役
場
を
訪
れ
て
平
田
衛
町
長

に
報
告
し
、
活
動
の
充
実
を
誓

っ
た
。

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の

宝
は

「
強
い
農
林
水
産
業
」
や

「
美
し
く
活
力
あ
る
農
山
漁
村
」

の
実
現
の
た
め
、
地
域
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
引

き
出
し
て
活
性

化
や
所
得
向
上

に
取
り
組
む
優

良
事
例
を
選
定

し
、
広
く
発
信

し
て
い
る
。
本

年
度
は
東
北
農

政
局
管
内
で
応

募
が
あ

っ
た
■

８
４
団
体
の
中

か
ら
１４
団
体
が

選
定
さ
れ
た
。

自
神
自
然
学

校

一
ツ
森
校
は

２
０
０
３
年
設

立
。
同
年
に
閉

鰺
ケ
沢
町
で
廃
校
舎
を
活
用

し
た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の

事
業
を
行

っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
白
神
自
然
学
校

一
ツ
森
校
が

本
年
度
の
東
北
農
政
局

「
デ
ィ

ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村

（む
ら
）

の
宝
」
に
選
定
さ
れ
た
。
同
法

∬「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」
選
定
を

平
田
町
長
⑥
に
報
告
し
た
永
井
代
表
理
事
〇

ら
白
神
自
然
学
校

一
ツ
森
校
の
関
係
者

鼻
羊
琲
ポ
錮
城

響
藝

■ 1

マヽ

校
し
た
旧

一
ツ
森
小
学
校
の
校

舎
を
活
用
し
、
白
神
山
地
の
麓

の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
体
ヽ

験
活
動
や
首
都
圏
か
ら
の
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て

き
た
ｏ
・２
年
に
は
、　
一
ツ
森
地

区
で
取
れ
る
新
鮮
な
野
菜
や
山

菜
、
赤
石
川
の
名
産
「
金
ア
ユ
」

な
ど
地
元
の
素
材
を
使

っ
た
料

理
を
味
わ
え
る
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン

「
し
ら
か
み
」
を
オ
ー
プ
ン
。

周
辺
地
区
の
女
性
１０
人
ほ
ど
が

レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
や
農
家
民
泊

な
ど
の
活
動
を
支
え
て
い
る
。

永
井
代
表
理
事
は

「お
母
さ

ん
た
ち
が
元
気
に
働
く
場
が
あ

る
こ
と
は
大
事
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
活
性
化
と
後
継
者
づ
く

り
を
進
め
た
い
」
と
強
調
。
神

悦
子
さ
ん
（６０
）
は

「
仲
間
で

一

生
懸
命
力
を
合
わ
せ
て
や

っ
て

き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
う
れ
し

い
」
と
話
し
た
。
平
田
町
長
は

「
長
年
の
活
動
に
敬
意
を
表
し

た
い
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気

を
付
け
て
頑
張

っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
た
。

（藤
田
慎
慈
）
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